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「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」と

は
、地
域
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
や
ブ

ラ
ン
ド
確
立
の
た
め
の
宣
伝
や
広

報
活
動
な
ど
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
人
口

減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
本
市

に
お
い
て
、将
来
に
わ
た
り
活
力

の
あ
る
ま
ち
を
持
続
し
て
い
く
た

め
に
は
、人
口
の
流
出
を
防
ぐ
と

と
も
に
、観
光
客
な
ど
の
交
流
人

口
の
拡
大
や
、若
者
や
子
育
て
世

代
が
住
み
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち

に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域

へ
の
愛
着
や
誇
り
を
持
ち
、そ
の

魅
力
や
地
域
資
源
を
多
く
の
人
へ

発
信
す
る
こ
と
は
、地
域
活
動
の

活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。ま
た
、

知
名
度
や
認
知
度
の
向
上
に
よ
り

生
ま
れ
る
関
心
や
憧
れ
は
、「
行
っ

て
み
た
い
、住
み
た
い
ま
ち
」に
選

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、交
流
人
口

の
拡
大
や
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ

ポ
ー
タ
ー
の
活
動
は
、一
人
一
人

の「
地
域
を
元
気
に
し
た
い
」と
い

う
思
い
を
、多
く
の
人
に
伝
え
る

も
の
で
す
。ぜ
ひ
、あ
な
た
の
知
っ

て
い
る
登
米
市
の
い
い
と
こ
ろ
、

大
好
き
な
と
こ
ろ
を
、一
緒
に
発

信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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令
和
５
年
３
月
末
現
在
で
、

４
８
５
の
個
人
・
団
体
が
登
米
市

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー

タ
ー
に
登
録
し
て
い
ま
す
。居
住

地
別
で
は
、市
内
が
3
0
2
件
、市

外
が
1
8
3
件（
う
ち
79
件
は
県

外
）で
す
。

　
「
お
か
え
り
モ
ネ
」の
放
送
の
効

果
も
あ
り
、市
外
在
住
の
サ
ポ
ー

タ
ー
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

▶

▶

▶

▶

▶
▶

▶
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　登米市のシティプロモーションの趣旨に賛同し、
自らのホームページやツイッター、フェイスブック
などのSNSを活用して登米市の魅力を発信したり、
認知度を向上させるイベントなどに参加したりする
個人・団体を「登米市シティプロモーションサポー
ター」として募集しています。

➊市の魅力、地域資源などの情報発信、PR活動
➋市の知名度、認知度の向上およびイメージを確立
するための事業やイベントの参加または協力
➌その他シティプロモーションの推進に関する活動

活動が可能な人であれば、誰でも登録で
きます

報酬はありませんが、サポーターに登録した

　４年生になってから友達がやっ
ていたのを見て書道を始めまし
た。賞をもらった時、家族がとても
喜んでくれてうれしかったです。

　全国で入選したと聞いて、驚き
ました。みんなからすごいねと言
われて、これからも頑張って続け
ていきたいと思いました。

Zoom Up Tome

　空手をやっていた母の影響で、
５歳の頃から続けています。全国
大会で毎年優勝することを目指し
て、頑張りたいと思います。

　決勝戦で先にポイントを取られ
たけれど逆転勝利できて本当に良
かったです。組手だけでなく、形の
競技もうまくなりたいです。

　緊張したけれど、先輩たちに励
まされて全国まで行くことができ
ました。次の大会では一つでも勝
ち進められるよう頑張ります。

　入賞できて本当にうれしかった
し自信につながりました。いろい
ろな書体を書けるようにこれから
も練習を続けたいと思います。

　小さい頃から絵を描くことが大
好きです。今回の入選は、絵に携わ
るという将来の夢につながる大切
な経験になりました。

東北大会出場者

▶大槻秀
しゅう

翔
と

（豊里中２年）、佐々木慈
じ

現
げん

（米山中２年）、
佐々木翼

そら

（佐沼中１年）

▶佐藤結
ゆ

良
ら

（豊里中３年）、松浦美
み

桜
お

（東和中３年）　

人には、登録証やPR用グッズ、パンフレットなどを
無償で提供します。また、活動が確認された場合には
記念品を贈呈します

所定の申請書に必要事項を記入し、提出
してください。申請書は各総合支所に備え付けてい
るほか、市公式ホームページからダウンロードでき
ます

まちづくり推進部観光シ
ティプロモーション課（観光シティプロモーション
係）
☎0220（23）7331

　

市
は
、平
成
28
年
度
か
ら
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。一
昨
年
、本
市
が
舞

台
の
一
つ
と
な
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続

テ
レ
ビ「
お
か
え
り
モ
ネ
」で
は
、

森
林
や
雄
大
な
北
上
川
な
ど
、本

市
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
伝
統
文

化
、長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公
園
な
ど

多
く
の
観
光
施
設
に
加
え
、温
か

な
登
米
市
民
の
人
柄
が
描
か
れ
、

全
国
の
人
に
こ
れ
ら
の
魅
力
を

知
っ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、こ
う
し
た
本
市
の
イ

メ
ー
ジ
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
全
国
へ
広
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、昨
年
度
は
市

内
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
野

家
一か

ず

行ゆ
き

さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
登

米
市
の
四
季
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ

ラ
ス
ト
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
。店
舗

や
事
業
所
な
ど
で
掲
示
し
、市
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

登
米
市
の
一
番
の
魅
力
は
、シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
「
人
の
魅
力
」だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
魅
力
を

発
信
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
増
や
す

こ
と
で
、行
っ
て
み
た
い
、住
ん
で

良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
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◉
　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
を

促
進
す
る
た
め
、機
器
の
購
入
や

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃

焼
機
器

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人
➊
市
内
に
住
所
が
あ
り
、住

宅
に
機
器
を
設
置
す
る
こ
と
➋
交

付
決
定
日
以
降
に
機
器
を
設
置
す

る
こ
と
➌
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ

と
➍
こ
れ
ま
で
当
該
補
助
金
を
交

付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
１（
補
助
上
限
額
＝
10
万
円
）

令
和
６
年
３
月
11
日

（
月
）

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
け

付
け
を
終
了
し
ま
す

◉
　

市
は
、２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け

て
、二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
少
な

い
電
気
自
動
車
な
ど
の
普
及
促
進

を
図
る
た
め
、電
気
自
動
車
な
ど

の
導
入
経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま

す
。

次
の
全
て
に
該
当
す
る

人
➊
市
民
ま
た
は
市
内
事
業
者
で

あ
る
こ
と
➋
市
税
に
滞
納
が
な
い

こ
と

電
気
自
動
車
、プ

ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動

車
、燃
料
電
池
自
動
車
の
い
ず
れ

か
で
あ
り
、次
の
全
て
に
該
当
す

る
こ
と
➊
車
検
証
に「
自
家
用
」と

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
➋
使
用
の

本
拠
の
位
置
が
登
米
市
内
で
あ
る

こ
と
➌
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
に
初
度
登
録
さ
れ

て
い
る
こ
と

次
の
全
て
に
該
当

す
る
こ
と
➊
新
車
で
購
入
ま
た

は
リ
ー
ス
契
約
し
て
い
る
こ
と

（
リ
ー
ス
契
約
の
場
合
は
、契
約
期

間
が
４
年
以
上
で
あ
り
、新
車
購

入
と
同
等
程
度
の
債
務
が
発
生
す

る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
）
➋
車
検

証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
所
有
者
ま

た
は
使
用
者
で
あ
る
こ
と

10
万
円

令
和
６
年
３
月
29
日

（
金
）

◉

申
請
書
と
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
請
書
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

市
民

生
活
部
環
境
課（
環
境
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

５
月
１
日
時
点
で
市
内
に

住
所
を
置
き
、本
年
４
月
に
第
３

子
以
降
の
子
が
小
学
校
に
入
学
し

た
保
護
者

１
人
に
つ
き
３
万
円

４
月
中
旬
に
申
請
書

な
ど
を
小
学
校
を
通
し
て
配
布
し

ま
す
。支
給
対
象
と
な
る
場
合
は
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

小
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

５
月
22
日（
月
）

申
請
書
の
内
容
を
確

認
し
、後
日
結
果
を
通
知
し
ま
す

第
３
子
以
降
の
子
が
小

学
校
に
入
学
し
て
も
、該
当
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。支
給
要
件

な
ど
の
詳
細
は
、事
業
概
要
を
確

認
く
だ
さ
い
。ま
た
、市
内
に
住
所

を
置
き
、第
３
子
以
降
の
子
が
市

外
の
小
学
校
に
入
学
し
た
場
合

は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

教
育
委
員
会
教
育

部
学
校
教
育
課（
教
育
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
９

　

令
和
４
年
３
月
に
発
生
し
た
福

島
県
沖
地
震
に
よ
り
、市
道
石
打

坂
・
鴻
ノ
木
線
で
は
、広
範
囲
に
わ

た
る
路
面
の
沈
下
や
亀
裂
な
ど
の

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と

か
ら
、次
の
と
お
り
災
害
復
旧
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　

工
事
中
は
、工
事
区
間
を
全
面

通
行
止
め（
終
日
）と
し
ま
す
の

で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

迫
町
北
方
字
日
向
前

地
内（
市
道
石
打
坂
・
鴻
ノ
木
線
）

舗
装
亀
裂
・
段
差
改

善
、沈
下
箇
所
の
か
さ
上
げ
な
ど

全
面
通
行
止
め（
終

日
）

５
月
15
日（
月
）〜
７

月
31
日（
月
）

建
設
部
道
路
課

（
道
路
整
備
一
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
５

➊
➋

➌

➊
➋

➌

➊

➋

➌

▶

▶

【
【

【
【

【
【
【

【
【
【

建設部住宅都市整備課（建築係）
☎0220（34）2316 ○ イオンタウン佐沼

○登米市役所

佐沼警察署
○

至大崎市

至栗原市

全面通行止区間
国・県道
市道

佐沼中学校
○

迫支援学校
○

　

中
田
町
の（
有
）エ
ヌ
・
オ
ー
・

エ
ー（
髙
橋
良り

ょ
う

代
表
取
締
役
）が

第
52
回
日
本
農
業
賞「
個
別
経
営

の
部
」で
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

日
本
農
業
賞（
全
国
農
業
協
同

組
合
中
央
会
、都
道
府
県
農
業
協

同
組
合
中
央
会
、日
本
放
送
協
会

主
催
）は
日
本
農
業
の
確
立
を
目

指
し
て
意
欲
的
に
経
営
や
技
術
の

改
善
に
取
り
組
み
、地
域
社
会
の

発
展
に
も
貢
献
し
て
い
る
個
人
や

団
体
を
表
彰
す
る
賞
で
、農
業
界

に
お
い
て
大
変
栄
誉
の
あ
る
賞
で

す
。主
な
審
査
基
準
は「
立
地
条
件

を
生
か
し
た
合
理
的
、安
定
的
な

経
営
で
あ
る
」、「
市
場
動
向
を
的

確
に
と
ら
え
、消
費
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
農
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
」、「
農
業
を
通
じ
て
地
域
社
会

の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
」な

ど
で
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、髙
橋
代
表
の

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
躍

や
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
新
技
術
の

導
入
、環
境
保
全
型
農
業
や
耕
畜

複
合
経
営
な
ど
の
取
り
組
み
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
代
表
は
３
月
14
日
、市
役

所
へ
表
敬
訪
問
し
、熊
谷
市
長
に

受
賞
を
報
告
。「
大
き
な
機
械
を
導

入
す
る
ま
で
は
人
力
が
頼
り
。平

成
12
年
の
設
立
以
来
苦
労
し
な
が

ら
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
。農
業

は
自
然
と
の
闘
い
だ
が
自
然
に
教

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。今
回
の

受
賞
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
、大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
話

し
ま
し
た
。
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■
　地域医療連携室では、市立３病院への円滑な受診
や入院を支援する「前方連携」と、退院に向けた調整
などの「後方連携」をしています。
　前方連携では、他の医療機関との連携を推進する
ために、医療機関向けの広報紙や外来医師担当表を
発送するなど、当院の情報発信や、他の医療機関から
転院受け入れの際の相談窓口となっています。後方
連携では、病気やけがが原因で要介護状態となった
り、後遺障害が残った場合などに、患者や家族と院内
外の関係する部署との連携を図り、各種福祉制度の
利用のほか、在宅療養や施設入所、転院などの支援や
調整をしています。
　また、医療・介護・福祉の連携を図るため、地域の医
療や介護などの関係者が集まる意見交換会を開催し
たり、他機関が主催する会議や研修会に参加したり
するなど、「地域包括ケア体制」と「地域共生型社会」
の構築に向けて取り組んでいます。

登米市民病院管理課　☎0220（22）5511

地域医療連携室の紹介

▶
▶

登米市民病院・地域医療連携センター（多目的ホール）
小論文試験（１時間）、人物（面接）試験、健康診断、資格調査

申込書は、医療局経営管理部経営管理課で配布します。郵便で請求する場合は、封筒の表に「（応募
職種名）採用試験申込書請求」と朱書きし、宛先を記入し120円切手を貼った返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）を必ず同
封してください。申込書は、登米市医療局のホームページからもダウンロードできます

市公式ホームページに受験番号を掲示し、受験者に結果を郵送で通知します
医療局経営管理部経営管理課（人事係）

〒987－0511 登米市迫町佐沼字下田中25番地／☎0220（21）6888

　誰もが、ある日突然、犯罪の被害者やその家族、遺族
（犯罪被害者等）になる可能性があります。犯罪被害者等
は、生命を奪われたり、傷害を負わされたりといった直
接の被害に加え、周囲の無理解による配慮に欠けた対応
による間接的な被害にも苦しめられるなど、精神的・経
済的にも厳しい状況に置かれ、日常生活を送ることが困
難となる場合も少なくありません。
　市では、犯罪被害者等の支援に関し、市民の皆さんに
寄り添った支援を総合的に推進し、受けた被害の早期の
回復と軽減を図るとともに、安全で安心して暮らすこと
のできる地域社会の実現に寄与することを目的に、登米
市犯罪被害者等支援条例を制定し、４月１日から施行し
ています。二次的被害を防止するためにも、犯罪被害者
等が置かれている状況や支援の必要性について理解い
ただき、犯罪被害者等の生活の平穏を害することのない
よう配慮願います。

【 犯罪被害者等の相談窓口、情報提
供、支援内容などを案内します。窓口は、市民生活部市民

生活課市民総務係です
【 犯罪被害者等の経済的負担を軽減する
ため、見舞金を支給します

登米市に住民登録がある人で、故意の犯罪行為
により被害を受けた人またはその家族など

市民生活部市民生活課（市民総務係）
☎0220（58）2118

➊
➋

　

４
月
１
日
付
け
で
、病
院
事
業

管
理
者
に
松
本
宏
氏（
67
）が
就
任

し
ま
し
た
。任
期
は
、令
和
９
年
３

月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

昭
和
30
年
宮
城
県
塩
竈
市

生
ま
れ
。岩
手
県
立
大
船
渡
病
院
、

東
北
大
学
医
学
部
、古
川
市
民
病

院
な
ど
を
経
て
、平
成
25
年
か
ら

登
米
市
民
病
院
副
院
長
、27
年
に

院
長
、28
年
４
月
か
ら
医
療
局
長

兼
登
米
市
民
病
院
院
長
を
歴
任
。

　
　

　

千
葉
雅
弘
病
院
事
業
管
理
者
が

３
月
31
日
に
任
期
満
了
で
退
任
し

ま
し
た
。千
葉
氏
は
、平
成
31
年
４

月
か
ら
４
年
に
わ
た
り
本
市
の
病

院
事
業
管
理
者
を
務
め
、地
域
医

療
の
充
実
に
尽
力
し
ま
し
た
。
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症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成
す
る
講

座
を
開
き
ま
す
。

５
月
18
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

津
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

20
人（
先
着
順
）

５
月
15
日（
月
）

津
山
・
豊
里
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
６
８
）３
７
８
０

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

◉
　

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
問
題
を
抱

え
る
人
の
家
族
が
、病
気
の
治
療

や
回
復
の
過
程
、依
存
症
に
よ
る

問
題
行
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て
学

び
合
う
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

飲
酒
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
・
薬

物
な
ど
依
存
症
に
関
わ
る
問
題
で

悩
ん
で
い
る
人
の
家
族

５
月
10
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

◉
　

ひ
き
こ
も
り
や
思
春
期
に
関
す

る
悩
み
相
談
に
応
じ
ま
す
。

５
月
15
日（
月
）午
後
１
時

◉

☎

◉

☎

☎

　

☎

　

☎

 ▶

㊊

㊋

㊋

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
◉

☎

◉
　

高
齢
者
は「
お
金
」「
健
康
」「
孤

独
」の
３
つ
の
大
き
な
不
安
を

持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。訪
問
詐
欺
師
や
悪
質
な
訪
問

事
業
者
は
言
葉
巧
み
に
こ
れ
ら
の

不
安
を
あ
お
り
、親
切
に
し
て
信

用
さ
せ
、貯
蓄
な
ど
の
大
切
な
財

産
を
狙
っ
て
い
ま
す
。高
齢
者
は

自
宅
に
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

電
話
勧
誘
販
売
や
訪
問
販
売
に
よ

る
被
害
に
遭
い
や
す
い
の
も
特
徴

で
す
。高
齢
者
の
被
害
を
防
止
す

る
た
め
に
は
、地
域
社
会
全
体
で

見
守
り
、支
援
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。周
り
の
人
が
、普

段
か
ら
手
口
や
被
害
に
つ
い
て
話

題
に
し
、注
意
を
す
る
よ
う
呼
び

掛
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。不
審

な
電
話
や
訪
問
を
受
け
た
と
き
の

対
応
の
仕
方
や
、相
談
窓
口
な
ど

も
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

身
近
な
人
の
被
害
に
気
が
付
い

た
ら
、お
住
ま
い
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
窓
口
の
紹
介
な

ど
、連
携
を
図
っ
て
対
応
し
ま
す
。

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、地

域
や
職
場
で
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
を
見
守
り
、寄
り
添
い
、支
え

合
え
る
よ
う
に
応
援
す
る「
認
知

㊌
☎ ☎

㊍
☎ ☎

㊎
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉

☎

30
分
〜
４
時
30
分

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

氏
家
靖や

す

浩ひ
ろ（
精
神
保
健

福
祉
士
・
公
認
心
理
師
）

◉

無
料（
要
電
話
予
約
）

石
巻
保

健
所
登
米
支
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

　

食
べ
る
こ
と
は
、心
身
の
健
康

づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、楽

し
み
や
喜
び
で
も
あ
り
、心
を
豊

か
に
し
て
く
れ
ま
す
。「
食
」を
切

り
口
に
し
て
、健
康
に
つ
い
て
仲

間
と
共
に
学
び
、健
康
づ
く
り
の

輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

５
月
〜
令
和
６
年
２

月（
全
６
回
）／
初
回
は
５
月
16
日

（
火
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
大
会

議
室
）

健
康
づ
く
り
講
話
、

実
習
、体
験市

内
在
住
の
20
歳
以
上

の
人

20
人
程
度

５
月
９
日（
火
）

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い市

民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉
　

妊
娠
中
や
出
産
、育
児
に
つ
い

て
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す

５
月
16
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉
　

妊
娠
中
の
生
活
を
快
適
に
過
ご

し
、赤
ち
ゃ
ん
を
健
康
に
生
み
育

て
る
た
め
の
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
る
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。パ
パ
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

妊
娠
期
の
食
事
バ
ラ
ン

ス
・
貧
血
・
便
秘
の
予
防
、母
乳
・
授

乳
の
方
法
、離
乳
食
に
つ
い
て
、産

後
の
応
援
シ
ー
ト
を
作
成

５
月
30
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
45
分（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉
　

妊
娠
中
、出
産
、育
児
の
こ
と
に

つ
い
て
、み
ん
な
で
ゆ
っ
く
り
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

５
月
23
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

迫
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

南
方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

◉
　

子
育
て
中
の
マ
マ
、ス
ト
レ
ッ

チ
や
タ
ッ
チ
ケ
ア
で
体
を
動
か
し

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

５
月
10
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

登
米
北
上
こ
ど
も
園

登
米

北
上
こ
ど
も
園

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
５
８
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独自の視点で描かれたイラストや文章など魅力溢れる表現のポ
ップが来場者たちを楽しませました。

歴史博物館の学芸員が展示品などを丁寧に説明。来館者は解説
を聞きながら当時の生活に思いをはせました。

　企画展「冬の道具春の道具」の展示解説は３月25日、
市歴史博物館で開かれ、学芸員が展示品や当時の生活
様式などについて説明しました。
　企画展は、まだ電化製品が貴重だった時代に市内な
どで使用されていた暖房具を中心に、民具やそりなど
を展示。当時の暮らしを思いながら世代間の交流につ
なげることを目的に５月７日まで開かれています。来
館者は「明治期から昭和初期ごろに使用されいていた
古民具が好きで来館しました。貴重な長火鉢などの展
示に目を引かれました。これからも企画展示を楽しみ
にしています」と話していました。

　「本のポップ創作コンクール入賞作品の展示」が３月
３から15日までイオンタウン佐沼で、16から31日まで迫
図書館で実施されました。
　市では、市内の小中学校に「上杉文庫」を設置し、図書
の充実に努めています。ポップ創作コンクールは、上杉
文庫の図書を紹介するポップを市内の小学校から募集。
５回目となる今回は587点の応募があり、19作品が入賞
しました。来場した千葉暖

はる

空
あ

さん（13）＝南方町柳沢＝は
「図書を分かりやすく絵と文章で表現していて、その図
書を読んでみたくなりました。小学生の時にポップを
作ったことを思い出しました」と話していました。

参加者はうなずいたりメモを取ったりしながら真剣なまなざし
で聴講。本市の貴重な自然環境を見つめ直す機会になりました。

　「第11回人と野生動植物の共生を考えるつどい」は３
月12日、豊里公民館で開かれ、市内外から約100人が参
加しました。
　講演は、自然環境を守り将来にわたって保全してい
くことを考えるきっかけとするため企画。長年ガン類
やその生息地の保全などの活動をしている呉地正

まさ

行
ゆ き

氏
と、テレビなどでおなじみの気象予報士、大和田彩

あや

可
か

氏
を講師に迎え、２部構成で行われました。千田脩

しゅう

矢
や

さん
（11）＝石越町第四＝は「自然の大切さがよく分かった。
これからも節電や自分ができることに積極的に取り組
んでいきたい」と話していました。

協定式の後には、屋外で電動車両および給電装置を活用したデ
モンストレーションが披露されました。

　宮城三菱自動車販売（千田茂
しげ

穂
ほ

代表取締役社長）と本
市の「災害時等における電動車両および給電装置の貸
与に関する協力協定」締結式が３月17日、登米市役所で
開催されました。
　本協定は、自然災害や大規模停電などが発生した際
に、電動車両および給電装置の貸与を受けることで、発
電設備のない避難所や災害対応現場などにおける電源
確保、人や物資の輸送に役立てるものです。締結式で千
田社長は「広範囲で長期間にわたる災害が発生した際、
電動車両の貸与により市民の皆さんに少しでも安心し
ていただきたい」と述べました。

読み聞かせの実演を交えた講話に、受講者の皆さんは真剣に耳
を傾けていました。

　「読み聞かせ研修会」は３月５、19の両日、中田生涯学
習センターで開かれ、市内の読み聞かせボランティア
や学校司書、学生など36人が参加しました。
　研修は、読み語り塾「やまがっこう」代表の鵜飼信

のぶ

好
よ し

氏を講師に迎え、絵本の読み方や選び方、ボランティア
の役割や活動の広げ方などについての講話を実施。受
講者の菅原喜

き

美
み

子
こ

さん（66）＝東和町米谷２区＝は「こ
ども園で読み聞かせボランティアをしているので受講
しました。立ち姿や本の持ち方など、今まで気付かなか
ったことを今後の活動に生かしていきたい」と話して
いました。

　「ｅ
イー

スポーツ世代間ゲーム交流会」（北方公民館主催）
が３月25日、北方公民館で開かれました。
　ｅスポーツは、コンピューターゲームなどを使って
年齢や性別に関係なく、多くの人が参加できる競技。さ
まざまなイベントの開催やｅスポーツの普及活動をし
ている「登米e-sports」（浅井洋

ひろ

幸
ゆ き

代表）の協力により開
催された交流会には、多くの地域住民が訪れゲームを
通じて世代間交流をしました。参加した佐藤武

た け る

里さん
（37）、洸

こう

太
た

さん（４）親子＝迫町舟橋＝は「家で遊ぶのと
違って、たくさんの人が集まってわいわいにぎわう雰
囲気が楽しかった」と笑顔を見せていました。

同日行われた子ども会の手作り教室やゲートボール大会の参加
者も自由に出入りし、会場は大盛況でした。
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2019年10月4日生まれ
迫町・新町
将さんの長男

いつも笑顔をくれてあ
りがとう。元気いっぱ
い笑顔満開で成長して
ね。

2021年12月25日生まれ
石越町・第二

哲弘さんの長男

食いしん坊な僕。おっ
とりさんで笑顔がとて
もかわいい天くん。こ
れからもっともっと大
きくなってね。

2022年3月20日生まれ
迫町・上沢
陸さんの長女

毎日元気いっぱいの
つっちゃん。たくさん
食べておっきくなあれ。

2019年10月10日生まれ
米山町・追土地
亜矢さんの次女

甘えん坊で面白いこと
が大好きなわが家のお
だづもっこ。お姉ちゃ
んと仲良く、明るく優
しい子に育ってね。

町一番のプロバスケット選手
　ぼくの将来の夢は、プロバスケットボールの
選手になることです。なりたいと思ったきっか
けは、お父さんが、昔バスケットボールをして
いたということを知り、ぼくもやってみたいと
思ったからです。
　夢をかなえるため、１年生の時にバスケット
ボールのスポ少に入りました。今は、週に２回
小学校と中学校の体育館で練習しています。バ
スケットボールの楽しいところは、みんなで
笑顔でパスを回していると、チームが一つに
なったように感じられるところです。練習は
大変なときもありますが、プロの選手を目指
して頑張っています。
　プロの選手になれたら、仙台市の会場で試
合をしたり、スポ少のコーチをしたり、いろい
ろなことができる選手になりたいです。そし
て、バスケットボールで地元の人たちや宮城
県の人たちを元気づけていきたいです。

お見合いだよ。昔はベテ
ランの仲人さんがいてね。姉の
仲人もしてくれた人だったね。

何にでも一生懸命に取り
組む性格だね。野菜作りが好き
で、収穫すると近所にたくさん
お裾分けしてるよ。

お人よしで面倒見もいい
ね。近所の人たちからも頼られ
てるんだよ。

★
どっちかが弱ぐないどだ

めだよね。
けんかになると車でどこ

かに出かけちゃうんだよ。機械
の下取りはあるけど奥さんの下
取りはないからねっていつも
言ってるの。

二人の名前のように、良
くても悪くても「よしよし」で元
気に暮らしていきたいね。

これからも「よしよし」で乗り越える

　166㌢でO型です。
　涌谷町のアルプスアルパインで自動

車の部品を製造しています。小さな製品を扱う細
かな作業や３交代制の勤務は大変ですが、友人の
自動車などに乗ったときに会社のロゴを目にす
るとうれしいし誇りに思います。

　周りの人たちからはマイペース
だと言われます。焦ったり急いだりするのが嫌い
なので自分でものんびり屋さんだと思います。

　温泉巡りをしています。温泉はリラッ
クスできるところがいいですね。

　小学生のころから続けているバスケ
ですね。社会人チームに所属していて週に２日練
習しています。NBAのカイリー・アービング選手
が憧れで目指しているプレーヤーです。 

　価値観が合う人や、何よりも
表情豊かな人がいいですね。おいしいものを食べ
て幸せそうにしている顔を見るのが好きです。

　日本のいろいろな所を
旅行してたくさんのことを目にしたいです。

　県外の都市部を旅行し
た時に登米市の空気のおいしさを再認識しまし
た。散歩が好きで日頃から登米市の自然を堪能し
ています。

右のQRコードを読み込み、電子申請してください
※申込状況により、掲載まで数カ月かかる場合があります

まちづくり推進部まちづくり推進課（広報係）
☎0220（22）2147
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く
だ
さ
い

５
月
19
日（
金
）

６
月
２
日（
金
）

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

　

県
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
の
一
環
と
し
て
、住
宅
向
け

太
陽
光
パ
ネ
ル
・
蓄
電
池
の
共
同

購
入
事
業「
み
ん
な
の
お
う
ち
に

太
陽
光
」を
開
始
し
ま
し
た
。多
く

の
人
が
一
緒
に
購
入
す
る
こ
と

で
、太
陽
光
パ
ネ
ル
や
蓄
電
池
を

お
得
に
購
入
、設
置
で
き
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
す
。参
加
は
無
料
登

録
が
必
要
で
す
が
、登
録
だ
け
で

購
入
が
決
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。ぜ
ひ
参
加
を
検
討
く
だ
さ
い
。

７
月
31
日（
月
）

宮
城
み
ん
な
の
お

う
ち
に
太
陽
光
事
務
局

☎
０
１
２
０（
７
２
８
）３
０
０

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

実
施
し
ま
す
。ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ

い
。

５
月
28
日（
日
）午
前
10
時

〜
正
午（
小
雨
決
行
）道

の
駅
津
山

も
く
も
く
ラ
ン
ド
駐
車
場
／ 

午

前
９
時
30
分

津
山
町
柳
津
字
黄
牛

深
畑
地
内

※
集
合
場
所
か
ら
植
林
会
場
ま
で

は
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す

１
５
０
人（
申
込
先

着
順
）

※
記
念
植
樹
は
先
着
20
人

無
料

軍
手
、長
靴

５
月
15
日（
月
）

※
電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル

の
場
合
は
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
、記
念
植
樹
を
申
し
込
む

場
合
は
記
念
名（
初
孫
誕
生
記
念

な
ど
）、標
柱
設
置
者
氏
名
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い

産
業

経
済
部
農
林
振
興
課（
林
業
振
興

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
２

死norinshinko@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
、適
切
に
応
急
手
当
て
を
す
る

こ
と
で
一
人
で
も
多
く
の
人
の
命

を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。大
切

な
命
を
救
う
た
め
、講
習
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

５
月
21
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー（
３

階
大
会
議
室
）

心
肺
蘇
生
法
、A
E
D
使

用
方
法
、止
血
法
な
ど

無
料

20
人（
先
着
順
）

※
中
学
生
以
上
の
誰
で
も
受
講
で

き
ま
す

５
月
１
日（
月
）〜
14

日（
日
）

電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

※
再
講
習
を
希
望
す
る
人
も
併
せ

て
募
集
し
て
い
ま
す

消
防

署（
救
急
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

　

企
業
の
概
要
説
明
な
ど
、就
職

希
望
者
の
就
職
活
動
を
支
援
す
る

企
業
を
募
集
し
ま
す
。

７
月
４
日（
火
）

登
米
総
合
体
育
館

５
月
12
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
企
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

就
職
ま
た
は
転
職
の
た

め
本
課
程
の
技
能
、知
識
な
ど
を

習
得
し
よ
う
と
す
る
人
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
受
講
指
示
、推
薦
ま
た

は
支
援
指
示
を
受
け
ら
れ
る
人

15
人

６
月
23
日（
金
）〜
９

月
22
日（
金
）

J
M
T
C
佐
沼
教
室

テ
キ
ス
ト
代
な
ど
約

１
万
３
千
円（
授
業
料
は
無
料
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相

談
の
上
、入
学
願
書
を
提
出
し
て ☎

※写真はイメージです

野菜苗に
季節の花苗
入荷しました

　
「
伊
達
学
塾
」を
登
米
町
で
開
催

し
ま
す
。誰
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

】５
月
27
日（
土
）午
後
１
時

40
分
〜
３
時
10
分

※
午
後
１
時
20
分
か
ら
藩
志
会
員

に
よ
る
演
武
を
披
露
し
ま
す

登
米
公
民
館（
大
集
会
室
）

１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

初
め
て
世
界
一
周
し
た
石

巻
の
水か

主こ

の
物
語「
環
海
異
聞
」の

世
界

伊
達
宗む

ね

弘ひ
ろ

氏（
仙
台
大
学

客
員
教
授
、仙
台
藩
志
会
会
長
）

５
０
０
円

※
観
光
オ
プ
シ
ョ
ン
を
希
望
す
る

場
合
、別
途
８
０
０
円
。詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

５
月
20
日（
土
）仙

台

藩
志
会
文
化
部（
澁
谷
）

☎
０
８
０（
５
５
７
８
）１
２
２
６

０
２
２（
２
５
９
）４
３
８
９

死Sendai.H
anshi62@

gm
ail.

com
 　

市
と
県
は
、春
の
植
樹
祭
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。誕
生
記
念

や
結
婚
記
念
な
ど
、参
加
者
の
記

念
を
標
柱
に
し
る
し
植
樹
す
る

「
わ
た
し
の
記
念
植
樹
」も
併
せ
て

☎

　

市
は
、３
月
31
日
ま
で
ポ
ー
ラ

ン
ド
共
和
国
に
対
す
る
人
道
支
援

寄
付
金
口
座
を
開
設
し
て
い
ま
し

た
が
、戦
争
の
長
期
化
で
ポ
ー
ラ

ン
ド
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い

避
難
民
も
多
く
、さ
ら
な
る
支
援

が
必
要
な
状
況
に
あ
る
と
の
こ
と

か
ら
、避
難
民
を
支
援
す
る
た
め
、

口
座
開
設
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

６
月
30
日（
金
）

▼
み
や
ぎ
登
米

農
業
協
同
組
合
本
店
／
普
通

０
０
０
０
６
４
４
／
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
道
支
援
寄
附
金
口
座
登
米

市
長
熊
谷
盛
廣
▼
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
／
０
０
１
５
０
―
４
―

５
１
５
６
８
６
／
登
米
市
ポ
ー
ラ

ン
ド
へ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
支
援

金※
窓
口（
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
除
く
）で
の
通

常
振
り
込
み
の
場
合
は
手
数
料
が

免
除
さ
れ
ま
す

※
受
け
付
け
た
寄
付
金
は
、駐
日

ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
か
ら
紹
介
さ

れ
た
社
会
福
祉
法
人
福
田
会
の
寄

付
金
口
座
へ
送
金
し
ま
す

総
務
部
市
長
公
室

（
秘
書
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
０



21 202023.5

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

㊏

㊐

◉

☎

㊏

◉

☎

㊐

◉

☎

㊍

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

㊌

◉
➊ ➋

☎

　

令
和
５
年
４
月
分
か
ら
令
和
６

年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、月
額
１
万
６
５
２
０
円
で

す
。保
険
料
は
、日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、

金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
で
納
め
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
の
納
付

や
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ

り
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
の
納
付
期
限

は
、翌
月
の
末
日
で
す
。保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、不
慮
の
事

故
が
発
生
し
た
際
に
、障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、所
得
が
少
な
い
な
ど
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

保
険
料
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収

入
が
減
少
し
た
場
合
は
、令
和
３

年
３
月
分
以
降
の
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
臨
時
特
例

措
置
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、各
総
合
支
所
市
民
課
窓
口
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
し
、新

た
に
２
店
舗
目
を
出
店
す
る
人

改
修
費
、設

備
費
、設
計
費
な
ど
／
対
象
経
費

の
３
分
の
１
以
内（
上
限
50
万
円
）

通
年
。予
算
が
な
く

な
り
次
第
受
け
付
け
終
了
し
ま
す

◉

産
業

経
済
部
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課

よ
び
事
業
拡
大
の
見
込
み
が
あ
る

事
業
に
対
し
支
援
し
ま
す
。

市
内
事
業
者（
市
内
在

住
の
個
人
ま
た
は
市
内
に
主
た
る

事
業
所
を
有
す
る
法
人
・
団
体
が

対
象
）

設
備
費
、委
託
費
、旅

費
、謝
金
、借
上
料
な
ど

※
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す

製
造
用

機
械
の
導
入
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
、商
談
会
へ
出
展
、店
舗
改
修
な

ど

対
象
経
費
の
３
分
の
１

以
内

通
年
。予
算
が
な
く

な
り
次
第
受
け
付
け
終
了
し
ま
す

◉
　

市
内
で
新
た
に
事
業
を
開
始
す

る
人
に
対
し
、創
業
時
に
必
要
な

資
金
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

市
内
で
令
和
６
年
３
月

末
ま
で
に
新
た
に
事
業
を
開
始
す

る
人
ま
た
は
第
２
創
業
を
す
る
人

※
詳
し
く
は
公
募
要
領
を
確
認
く

だ
さ
い

支
援
対
象

期
間（
令
和
５
年
７
月
〜
令
和
６

年
３
月
15
日
）の
従
業
員
の
人
件

費
、店
舗
な
ど
の
借
上
料
、設
備

費
、仕
入
れ
・
材
料
費
、委
託
費
、旅

費
な
ど
／
対
象
経
費
の
３
分
の
２

以
内（
上
限
２
０
０
万
円
）

提
出
さ
れ
た
事
業
計

画
を
審
査
会
で
総
合
的
に
評
価
し

選
考
し
ま
す

１
件
程
度

５
月
31
日（
水
）

◉
　

空
き
店
舗
を
賃
借
し
て
新
た
に

小
売
業
・
飲
食
業
を
開
始
す
る
人

に
、必
要
な
資
金
の
一
部
を
支
援

し
ま
す
。

空
き
店
舗
を
賃
借
し
新

た
に
出
店
す
る
人
ま
た
は
既
に
市

（
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６ 

死chiikibusiness@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　

県
内
市
町
村
職
員
を
目
指
す
大

学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

５
月
19
日（
金
）午
後
２
時

〜
４
時

令
和
６
年
３
月
に
大

学
・
高
等
学
校
な
ど
を
卒
業
予
定

の
人
、県
内
市
町
村
へ
の
就
職
を

希
望
す
る
人

※
W
E
B
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

※
申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ

さ
い

総
務
部
人
事
課

（
人
事
研
修
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
５

　

芸
術
文
化
団
体
が
主
催
す
る
大

会
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
に
市
内

で
芸
術
文
化
団
体
が
主
催
す
る
各

種
大
会（
音
楽
、伝
統
芸
能
、美
術
、

文
芸
な
ど
）で
全
国
的
な
規
模
で

実
施
す
る
も
の

次
の
い
ず
れ

か
少
な
い
額
で
、30
万
円
を
上
限

と
し
ま
す
➊
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
➋
全
体
経
費
か
ら
協

賛
金
を
除
く
諸
収
入
を
控
除
し
た

額（
補
助
対
象
額
）の
２
分
の
１
以

内
の
額
。た
だ
し
、そ
の
額
を
協
賛

金
が
上
回
る
場
合
は
、補
助
対
象

額
か
ら
協
賛
金
を
控
除
し
た
額

９
月
29
日（
金
）

※
令
和
５
年
度
事
業
分
は
受
け
付

け
を
終
了
し
て
い
ま
す

※
事
前
に
提
出
書
類
な
ど
に
つ
い

て
ご
相
談
く
だ
さ
い

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
地

域
づ
く
り
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

認
可
地
縁
団
体
は
、代
表
者
や

区
域
な
ど
の
告
示
事
項
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き
に
届
け
出
が
必
要
で

す
。ま
た
、規
約
を
変
更
し
た
場
合

に
も
、市
長
に
届
け
出
て
認
可
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

認
可
地
縁
団
体
制
度
の
詳
細

や
提
出
書
類
の
様
式
は
、市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ

い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き

は「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の

届
出
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。令

和
５
年
４
月
か
ら
、届
出
者
の
本

人
確
認
書
類
や
土
地
の
登
記
事
項

証
明
書
、隣
接
森
林
と
の
境
界
関

係
書
類
な
ど
の
添
付
書
類
の
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。必
要

な
書
類
は
届
出
者
や
届
出
内
容
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。詳
細
は
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ

さ
い
。

産
業
経
済
部
農
林

振
興
課（
林
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

◉
　

実
施
す
る
こ
と
で
売
上
増
加
お

下田中53番地8 0220-23-8688
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■
　

農
作
業
死
亡
事
故
調
査（
令
和

３
年
）の
結
果
、農
業
機
械
に
係
る

事
故
が
全
体
の
約
７
割
を
占
め
、

こ
の
う
ち
農
業
機
械
の
転
落
・
転

倒
事
故
が
農
業
機
械
事
故
の
約

半
数（
49
・
１
％
）と
最
大
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。危
険
な
箇
所
や

リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、組
織

や
家
庭
内
に
お
い
て「
声
掛
け
」を

実
施
し
ま
し
ょ
う
。そ
の
際「
気
を

付
け
て
」な
ど
で
は
な
く
、「
道
が

狭
い
か
ら
迂う

回か
い

を
」な
ど
行
動
を

具
体
的
に
伝
え
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

➊

農
道
で
は
ブ
レ
ー
キ
連
結
の
確
認

➋
曲
が
り
角
で
は
特
に
速
度
を
落

と
す
➌
路
肩
の
除
草
や
補
強

産
業
経
済
部
産
業

総
務
課（
産
業
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

■
　

農
繁
期
に
は
、ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
か
ら
道
路
に
土
が
落
ち
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。道
路
に
落
ち
た
泥

や
土
の
塊
は
、通
行
の
妨
げ
に
な

る
だ
け
で
な
く
、交
通
事
故
の
原

因
と
な
る
場
合
も
あ
り
、道
路
法

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,655 9,449 9,912 19,361 （▲86）

登米 1,724 2,114 2,303 4,417 （▲9）

東和 2,226 2,756 2,823 5,579 （▲33）

中田 5,281 7,421 7,644 15,065 （▲66）

豊里 2,141 3,044 3,074 6,118 （▲38）

米山 2,801 4,139 4,207 8,346 （▲13）

石越 1,517 2,185 2,186 4,371 （▲28）

南方 2,723 3,937 4,116 8,053 （▲27）

津山 1,112 1,388 1,530 2,918 （▲11）

合計 27,180 36,433 37,795 74,228 （▲311）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

Ｒ５ Ｒ４ 増減数

人身事故
発生件数 25件 18件 7件

死者数 0人 0人 0人

負傷者数 28人 21人 7人

物損事故
発生件数 291件 314件 ▲23件

　

消
費
生
活
相
談
窓
口
は
、消
費

者
と
事
業
者
と
の
間
に
発
生
し
た

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
を
受

け
、解
決
に
向
け
た
助
言
や
あ
っ

せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。相
談
は
無

料
で
、専
門
の
相
談
員
が
電
話
か

対
面
で
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。一

人
で
悩
ま
ず
、早
め
に
相
談
く
だ

さ
い
。

市
消
費
生
活
相
談
窓

口（
南
方
庁
舎
２
階
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

月
〜
金
曜
日
／
午
前

で
禁
止
行
為
と
し
て
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。や
む
を
得
ず
道
路
を
汚

し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、速
や
か

に
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

安
全
で
快
適
に
通
行
で
き
る
よ

う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
、森
林
に

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
際

に
許
可
が
必
要
と
な
る
開
発
面
積

の
基
準
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。太

陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
目
的
と

し
た
伐
採（
開
発
行
為
）に
係
る
土

地
の
面
積
が
０
・
５
㌶
を
超
え
る

場
合
は
、知
事
の
林
地
開
発
許
可

が
必
要
で
す
。

東
部
地
方
振
興
事

務
所
登
米
地
域
事
務
所
林
業
振
興

部（
森
林
整
備
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
５

◉

６
月
11
日（
日
）▼
男
性
＝

午
前
10
時
30
分
〜
正
午
▼
女
性
＝

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

一
関
文
化
セ
ン
タ
ー（
一

関
市
）

25
〜
35
歳
の
独
身
の
人

無
料

男
女
各
20
人

◉

６
月
25
日（
日
）午
後
１
時

〜
５
時

花
と
泉
の
公
園（
一
関
市
）

▼
男
性
＝
３
千
円
▼
女

性
＝
千
円

▼
男
性
＝
25
〜
35
歳

（
４
市
町
在
住
者
）▼
女
性
＝
25
〜

35
歳（
居
住
地
不
問
）　

男
女
各
12
人（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

◉

６
月
２
日（
金
）ま

ち

づ
く
り
推
進
部
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
課（
ふ
る
さ
と
定
住

係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

　

佐
沼
税
務
署
で
は
、事
業
者
を

対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
説
明
会
お
よ
び
登
録
申
請
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

登
録
申
請
手
続
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
登
録
申
請
相
談
会
は
、希
望
す

る
人
を
対
象
に
、説
明
会
後
に
引

き
続
き
開
催
し
ま
す
。

➊
５
月
18
日（
木
）➋
23
日

（
火
）／
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

佐
沼
税
務
署（
１
階
会
議

室
）

➊
主
に
消
費
税
の
課
税

事
業
者
➋
主
に
消
費
税
の
免
税
事

業
者

各
10
人（
先
着
順
）

※
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り

次
第
、受
付
を
終
了
し
ま
す

佐
沼

税
務
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
５
０
１

◉
　

が
ん
で
治
療
中
の
人
や
体
験

者
、そ
の
家
族
が
、ゆ
っ
く
り
と
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
気
持
ち
を
分
か

ち
合
い
、情
報
提
供
し
、支
え
合
う

場
所
で
す
。

毎
月
第
２
月
曜
日
／
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

※
10
月
、１
月
、２
月
は
第
３
月
曜

日
、12
月
は
９
日（
土
）に
笑
顔
と

元
気
の
忘
年
会
を
開
催
し
ま
す

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

◉
　

ウ
イ
ッ
グ
無
料
貸
し
出
し
、個

別
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
４
月
曜
日
／
午
前

10
時
〜
正
午

ホ
ッ
と
サ
ロ
ン
と
め（
登

米
町
寺
池
道
場
２
０
―
１
）

ホ
ッ
と
サ
ロ
ン
と

め（
鈴
木
）／
受
付
＝
午
前
９
時
〜

午
後
６
時

☎
０
７
０（
２
０
１
１
）０
９
２
８

９
時
〜
午
後
４
時市

民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

生
活
や
仕
事
の
悩
み
、心
配
事

な
ど
を
専
門
知
識
を
持
つ
支
援
員

に
相
談
で
き
ま
す
。相
談
は
無
料

で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

➊
５
月
９
日（
火
）➋
５
月

23
日（
火
）／
午
前
10
時
〜
午
後
４

時

➊
登
米
公
民
館
➋
米
川
公

民
館

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

５
月
26
日（
金
）午
後
１
時

〜
３
時
50
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

開
発
育い

く
　
こ子（
司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

※
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い

無
料

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

不
登
校
生
と
そ
の
家
族
を
対
象

に
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
ク
ラ
ブ

を
開
催
し
ま
す
。

４
月
23
日（
日
）、30
日

（
日
）、５
月
７
日（
日
）、12
日

（
金
）、21
日（
日
）、26
日（
金
）／
午

後
１
時
〜
４
時（
申
込
不
要
）

石
森
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

市
内
に
住
む
不
登
校
生

と
保
護
者

無
料

運
動
靴
、着
替
え
、タ
オ

ル
、飲
み
物
な
ど

※
ラ
ケ
ッ
ト
、シ
ャ
ト
ル
は
貸
し

出
し
も
し
て
い
ま
す

N
P
O
法
人
ご
ざ

い
ん

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
８
８

死info@
tom
e-gozain.com

10
月
８
日（
日
）

仙
台
市
内（
予
定
）

６
月
１
日（
木
）〜
26

日（
月
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
く
だ
さ
い

県
社
会
福
祉
協
議

会
研
修
課

☎
０
２
２（
２
１
６
）５
３
８
２



編

集

後

記

▼
３
年
前
、一
度
は
置
い
た
筆

を
再
び
執
る
こ
と
に
。３
年
ぶ

り
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
ま
た
ど
ん
な
新
し
い
出
会

い
が
待
っ
て
い
る
の
か
楽
し
み

に
し
な
が
ら
、皆
さ
ん
か
ら
の

ホ
ッ
ト
な
情
報
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。（
高
橋
）

▼
４
月
か
ら
広
報
係
に
異
動
し

て
き
ま
し
た
。初
め
て
さ
わ
る

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
や
編
集
ソ
フ

ト
な
ど
、覚
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、読

み
や
す
い
広
報
紙
を
作
成
す
る

た
め
頑
張
り
ま
す
。（
木
戸
浦
）

▼
広
報
係
か
ら
異
動
に
な
り
ま

し
た
。１
年
と
い
う
短
い
間
で

し
た
が
、た
く
さ
ん
の
人
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
、本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。広
報
係
で
学

ん
だ
こ
と
を
、こ
れ
か
ら
の
仕

事
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。（
白
石
）

▼
別
部
署
へ
異
動
に
な
り
ま
し

た
。市
の
今
を
伝
え
る
情
報
源

と
し
て
、こ
の
ま
ち
が
ま
た
好

き
に
な
る
広
報
紙
に
な
る
よ
う

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。取
材
で

お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、読

ん
で
く
れ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
佐
々
木
）

▼
私
は
ま
だ
い
ま
す
。（
渡
邊
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　「３年前に止まってしまった時計が、今日からま
た、動き始めます」３月19日に登米祝祭劇場で開
催された、登米ジュニア吹奏楽団スプリングコン
サートのオープニングメッセージです。
　2016 年に発足した「登米ジュニア吹奏楽団」
（只野正

まさ

昭
あき

団長）。初心者も経験者も、音楽が好きな
仲間が集まり一緒に吹奏楽を楽しもうという呼び
掛けに、参加する子どもたちは増え、活動は軌道に
乗っていきました。念願の単独演奏会の開催を目
指して練習に励んでいた団員たちに立ちはだかっ
たのは、新型コロナという大きな壁でした。2020
年３月、学校は休校となり、部活や吹奏楽団の活
動はすべて中止に。無観客での演奏会を開くなど
細々と活動を続けていたものの、新規入団者はほ

とんどなく、団員数は45人から11人まで減って
しまいました。「この３年で、子どもたちを取り巻
く環境や吹奏楽への関わり方は大きく変わってし
まった。今回の演奏会に再起をかける」と意気込み
を語った只野団長。コンサート当日、卒団した高校
生や大学生と共に練習を積み重ねてきた団員たち
の演奏に、会場は観客の笑顔といつまでも鳴り止
まない拍手の音で包まれました。
　「私たちの活動は、家族、学校、ボランティアス
タッフなど多くの人の協力により成り立っていま
す。一生懸命練習し、たくさんの人に演奏する姿を
見ていただくことで、音楽の輪をもっと大きく広
げていきたい」と話す団員の笑顔は、仲間と共に音
楽を奏でる喜びにあふれていました。
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